
明
治
二
十
四
年
六
月
十
二
日

久
米
と
二
人
で
ヴ
オ
ジ

を
指
し 

て
出
掛
け
十
五
日
エ
ピ
ナ
ル
に
着 

く
此
處
に
は
兵
營
な
と
が
在
つ
て 

一
寸
繁
昌
な
り
河
岸
の

園
地
は 

夕
凉
み
に
最
も

當
と
思
は
る

獨
佛
國

旅
行
日

拔
書

黑
田
淸
輝



十
六
日　

エ
ピ
ナ
ル
よ
り
東
は
地
勢
が
變
つ
て
高
低
が

第
々
々
に
多
く
所
々
に 

溪
流
が
見
え
る
サ
ン
ヂ
エ
の
町
を
見
物
し
て
か
ら
山
へ
登
る
此
時
俄
か
に
雨
が
降 

り
出
し
た
の
で
二
人
と
も
早

用
意
の
雨
合
羽
を
着
る
折
角
巴
里
で
買
つ
て
來
た 

此
合
羽
を
其
儘
持
つ
て
歸
つ
て
は
殘
念
だ
と
思
つ
て
居
た
の
だ
が
と
う
〳
〵
今
日 

始
め
て
濡
ら
し
て
安
心
し
た

獨佛國 旅行日 拔書



十
七
日

昨
夜
ゼ
ラ
ル
メ
に
着
い
て
湖

の 

一
寸
氣
取
つ
た
小

張
と
し
た
ホ 

テ
ル
に
泊
る
今
朝
九
時

に
ホ
テ 

ル
を
出
て
湖
の
右
岸
を
廻
り
向
ふ 

側
に
出
る

獨佛國 旅行日 拔書



メ
レ
ル
と
云
ふ

を
見
て
山
路 

を
上
り
下
り
し
て
一
時
頃
に
谷 

川
の
緣
の
樹
陰
の
凉
し
い
處
で 

辨
當
を
使
ふ

獨佛國 旅行日 拔書



夫
れ
か
ら
フ

 

ニ

を
見
て 

其

所
の
百
姓 

家
に
立
ち
寄
り 

牛

を
飮
み

 

山
路
を
た
ど
つ

て
ク
ル

ズ
・
グ 

ト
の

へ
行 

く
此
日
九
時

 

ゼ
ラ
ル
メ
に
歸 

る

獨佛國 旅行日 拔書



十
九
日　

昨
日
は
ゼ
ラ
ル
メ
を
立
つ
て
シ
ヤ 

ル
ル
マ

ニ

の
腰
掛
岩
ソ
ウ
デ
キ

ブ
の 

を
見
ロ
ン
ジ

メ

ル
湖
の
右
岸
を
廻
り 

ル
ツ

ル
ヌ
メ

ル
湖
で
丁
度
一
時
頃
石
斑 

魚
料
理
に
舌
皷
を
打
ち
ホ
ネ

ク
山
の
頂
上 

に

し
た
の
は
五
時
頃
で
あ
つ
た
七
時
頃
に 

シ

ル
フ
ト
と
い
ふ
處
に
着
く
此
處
に
は
ホ 

テ
ル
が
一
軒
あ
る
計
り
で
外
に
人
家
は
な
い 

今
朝
は
八
時

に
立
つ
て
山
づ
た
ひ
に

む 

此
邊
は
一
體
の
禿
山
で
或
る
處
に

の
低
い 

枯
た
や
う
な
樹
木
が
少
し
許
り
生
へ
て
居
る

獨佛國 旅行日 拔書



山

山
の
う
ね
〳
〵
を
見
晴
ら
し
て
心 

地
よ
し
昨
日
の
ホ
ネ

ク
が
一
番
の
高 

山
で
其
高
さ
一
千
三
百
六
十
六
メ

ト 

ル
之
れ
に

ぐ
タ
ン
ネ

ク
山
を
も
打 

越
え
て
一
時
頃
に
ラ

ク
・
ブ
ラ
ン
と
云 

ふ
湖
の
在
る
所
に
着
く
此
處
は
獨
逸
領 

で
一
と

り
憲
兵
か
ら
國
籍
職
業
等
を 

糾
問
さ
れ
た

獨佛國 旅行日 拔書



七
十
年
の
戰
爭
以
來
此
の
ホ
ネ

ク
タ
ン
ネ

ク
の
嶺
の
上
が
獨
佛
の
國

に
爲 

つ
て
居
る
其
印
は
ど
う
し
て
あ
る
か
と
云
ふ
に
丁
度

園
の
中
の
路
の
や
う
に
地 

面
が
幅
三
尺
許
り
深
さ
二
三
寸
に

つ
て
あ
つ
て
四
五
町
も
あ
る
か
と
思
ふ
距
離 

の
所
每
に
一
里

の
や
う
に
角
な
石

が

て
ゝ
あ
る
其
高
さ
は
二
尺
位
の
も
の 

で

の
頭
卽
ち
上
へ
向
つ
た
面
の
中
央
を

し
て
一
と
條
線
が

り
付
け
て
あ
る 

此
の
線
が
正
し
く
獨
佛
の

界
で

其
石
の
兩
側
に
東
方
に
は
Ｆ
西
方
に
は
Ｄ
の 

字
が

し
て
あ
る

獨佛國 旅行日 拔書



ホ
ネ

ク
山
よ
り
此
方
は
此

界
線
が

路
で
あ
る
ラ

ク
・
ブ
ラ 

ン
で
晝
餉
を
濟
ま
せ
て

佛
領
へ
入
り
森
の
中
を

り
ル
リ

ド 

ラ
ン
の

へ
廻
る

獨佛國 旅行日 拔書



六
時

頃
ル
リ

ド
ラ
ン
村
の
ホ 

テ
ル
に
着
く
此
家
の

が
誠
に 

深
切
で
今
夜
は

く
客
中
の
身
だ 

と
い
ふ
事
を

れ
た
十
時

床
に 

入
り
窻
の
前
を
流
れ
て
居
る
谷
川 

の

を
聞
き
な
が
ら
眠
る

獨佛國 旅行日 拔書



二
十
日　

宿
屋
の 

居
心
地
が
い
ゝ
の 

と
山
村
の
い
か
に 

も
靜
な
の
が
氣
に 

入
つ
て
今
夜
も
亦 

此
處
に
一
泊
す

獨佛國 旅行日 拔書



二
十
一
日　

ル
リ

ド
ラ
ン
を
立
ち
再
び
ゼ
ラ
ル
メ
へ
向
ふ

中
で
雨
に

ひ
合 

羽
を
着
た
が
腰
か
ら
下
は
び
し
よ
濡
れ
に
な
り
着

を
持
た
ず
に
大
に
閉
口
し
た 

二
十
二
日
ア
ル
ザ
ス
州
に
入
り
ク
リ
ユ

ト
村
に
泊
る
是
れ
よ
り
瑞
西
國
へ
出
で 

バ

ル

ジ

ネ

ヴ

ヴ
ヴ

の
諸
市
を
經
二
十
七
日
朝
巴
里
に
歸
り
着
く

『
光
風
』二
四 

明
治
三
九
年
一
〇
月

獨佛國 旅行日 拔書



留
学
中
の
明
治
二
四
年
六
月
一
二
日
か
ら
二
七
日
ま
で
久
米
桂
一
郎
と
行

た
独
仏
国
境
へ
の
旅
行
記
『
光
風
』掲
載
誌
面
に
は
そ
の
折

の
写
生
帖（
現
在
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）か
ら
十
二
点
の
素
描
が
掲
載
さ
れ
た

本
書
の
挿
図
も
そ
の
掲
載
に
従

て
い
る

洋
紙
十
八
枚
に

書
き
綴

た
旅
行
日
記
も
伝
え
ら
れ
る
が（『
黒
田
清
輝
日
記
』第
一
巻
に
収
録
）
本
文
献
は
タ
イ
ト
ル
に「
抜
書
」と
あ
る
よ
う
に
旅
程
に
そ

て
日
記
を
さ
ら
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る

獨佛國 旅行日 拔書


